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がんは日本での死亡原因の 1位

を占め，男性の 2人に 1人，女性

の 3人に 1人が生涯でがんを経験

するといわれる現代はまさにがん

の時代です．しかし作業療法の対

象疾患としてがんが注目されるよ

うになったのは，2007 年（平成 19

年）に「がん対策基本法」が施行

され，2010 年（平成 22 年）の診療

報酬改定で「がん患者リハビリ

テーション料」が認められてから

です．

また「緩和ケア」とはWHOの

定義によると「生命を脅かす疾患

による問題に直面している患者と

その家族に対して，痛みやその他

の身体的問題，心理社会的問題，

スピリチュアルな問題を早期に発

見し，的確なアセスメントと対処

（治療・処置）を行うことによって，

苦しみを予防し，和らげることで，

クオリティ・オブ・ライフを改善

するアプローチである」とされて

います（本文より）．この「緩和ケ

ア」という言葉，本当に味わい深

く，リハの理念にも通じる概念で

すが，残念ながら今まではあまり

作業療法の世界になじみのない言

葉でした．

このようにがんといい，緩和ケ

アといい，「身近なようでよく知

らない，学校でもしっかり学んだ

ことがなかった」言葉に対して私

たちは漠然と苦手意識をもってし

まい，敬遠しがちです．特にがん

が進行し，さまざまな終末期症状

が出現して，対象者自身やご家族

が心身ともに苦しいと感じられる

時期になると，どのように接した

らよいのかさえわからないと立ち

すくんでしまいます．でも実際は

「脳血管障害」や「リウマチ」の作

業療法を実践するために必要な基

礎知識があるのと同じように，が

んや緩和ケアについてもこの領域

でよく使われる用語や症状への対

応について知っていれば，リハの

流れや作業療法の内容は特殊なも

のではありません．

とはいえ，がん関連の専門書籍

には，OTが手に取って利用しや

すい本はまだあまり多くありませ

ん．そのような状況で「いやいや，

OTにも十分に活用していただけ

ますよ�」と思わせる本がこの『緩

和ケアが主体となる時期のがんの

リハビリテーション』です．がん

の作業療法の領域で大活躍中の島

﨑寛将氏を中心に編集されて，が

んのリハビリテーションについて

初心者にも読みやすくまとまって

います．特に第 4章「家族ケアと

してのリハビリテーション」や第

5 章「がんのリハビリテーション

で用いるコミュニケーション・ス

キル」，第 7章「おわりに―自分自

身のためのストレスマネジメン

ト」の項目等は立ちすくんでしま

いそうなときに読んでみてくださ

い．「あぁ，そうなのか」という具

体的なアドバイスが手に入りま

す．がんや緩和ケアに興味はある

けれど自信がないという方，ぜひ

手にとってご覧ください．明日か

らの臨床にきっと役立つ 1 冊で

す．
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